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TheWinter'sTale試 論 一Perdita発 見1)

山 津 かお り

後期 ロマ ンス劇2)に おいて,シ ェイ クス ピアは,女 性 の主人公 に,真 の

牧歌世 界 を成 立 させ うる内的精神性3)を 意 味す る寓意性 を与 え,さ らに,

そ の女主 人公 に,試 練 を受 け させ るこ とによ って,女 主 人公に与 え られ た

寓意的意味 を深 く考 えさせ てい る と言 える。

『冬 の夜語 り』 の場合
,ハ ーマ イオニー は,"infancyandgrace"4)(V.

iii.27)を 体 現 してい る。 シェイ クス ピア は,こ の言葉 の意味 を再考す るた

めに,"infancy"と"grace"5)の 問 題に深 く,関 わ りあい,牧 歌の主役 と

な る無垢 な子供 たち6)マ ミリアス,フ ロ リゼ ル,パ ー デ ィタを効 果 的に使

ってい る。 これ らの子供 た ちの役割 を考 えなが ら,"infancy"と"grace"

の 意 味 を再 検討 したい と思 う。

旧友 ポ リクシニー ズ と自分 の妻 との間 を疑 い,嫉 妬 した誤 ち を,五 幕三

場 では,後 悔 し,祈 りに 目覚 め た レオ ンテ ィー ズは,ハ ーマ イオニLの 昔

の姿 を思い出 し,"Shewasastender/Asinfancyandgrace."(V.iii.

26-7)と 回 想 してい る。Traversiは,レ オ ンテ ィー ズの心に,"hismemory

ofthatperfection"7)が,蘇 った と言え る と考 えてい る。"infancy"と

"grace"と い う
,本 来,性 質 の異 なる特質 を,シ ェイ クス ピア は,大 胆 に

結 びつ けてい る8)が,レ オ ンテ ィー ズ も,ま た,観 客 も最初か らこの結 び

つ きを完全 に信 じるこ とはで きない。

確か に,観 客がハーマ イオニーか ら受 け る第一 印象は,Paffordが 指 摘

しているよ うに

She is beautiful, spirited and witty, frank and  friendly  ; she is confi-

dent and successful in her position and happy and secure in her hus-

band's love  .... 9) 

 52



山 津 かお り53

で ある と言 えるが,"infancy","grace"と い う寓意 的 イメー ジは,完 全に

観客 の心 に定着す る こ とはな く,絶 えず揺 れて い ると言 える。 この イメー

ジが定着 し,さ らに,"bettergrace"(II.i.122)が,加 わ るのは五 幕三場

になってか らなので ある。・

ハー マ イオニ ーは,ど の ような"grace"と"infancy"を 持 っていた ので

あろ うか。最初 の場 面か ら考 えてみ たい と思 う。 旧友 ポ リクシニー ズに,

も う一週 間逗留 して くれ るように説得 す るこ とに,や っ と成功 したハ ーマ

イオニ ーは,レ オンテ ィー ズに誉 め られ て,以 下 の ように語 る。

Her.  'Tis Grace indeed. 

 Why,  lo you now! I have spoke to th' purpose  twice  : 

 The one for ever earn'd a royal  husband  ; 

 Th' other for some while a friend. 

                      [Gives her hand to Polixenes.] 

                                           (I. ii. 105-8)

ハ ーマ イオニー は,自 分 が二つ の恵み,夫 婦 愛 と友愛 とを巧 み な話術 で得

るこ とがで きたこ とを とて も喜 んで いて,"friend"と い う曖昧 な言葉 を使

って しまったこ とには気付 いていな い。

ここで注意 しておかなければ な らない のは,"friend"と い う言葉 は,エ

リザベ ス朝時代 には,"lover"を 意 味 し た とい うこ となのであ る。ペ ンギ

ン版 『冬の夜語 り』 の序 に,"friend"に つ いての示唆 的な解釈 が載 ってい

る。

 `Friend' in Elizabethan usage commonly means  'lover' . Hermione's 

unfortunate formulation, her way of paralleling the two occasions, 

her use of the word  'friend', the sight of her once again opening her 

white hand and giving it to Polixenes (as shown by line 115), all 

this works together to cause a sudden flare-up of suspicion in Leontes, 

a man who, like Othello, is  'not easily jealous' and needed this par-

ticular conjunction of malign circumstances to make him become  so.10)
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シェイ クスピア は,言 葉 の 曖昧性 を利用 して,一 見 完璧 と見える もの ,
"grac
e"に 亀 裂 を入れ,"grace"の 与 える イメー ジに,揺 れ を作 ってい る

の である。

ハーマ イオニー が,誤 解 を受 ける よ うな行為 をとったのは,彼 女 自身が

子 供の ころの状態 に帰 って いたか らなの である。ハーマ イオニーが,ポ リ

クシニー ズに,主 人の子供 の ころの話 を聞かせ て もらってい る箇所 を考え

てみたい と思 う。ハーマ イオニーは,ポ リクシニー ズと次の ような会話 を

してい る。

Her. Was not my lord 

     The verier wag o' th' two? 

Pol. We were as twinn'd lambs that did frisk i' th' sun , 
    And bleat the one at th' other. What we chang'd 

     Was innocence for innocence. (I. ii. 65-9)

子供 の ころの思 い出 に心 を向けて いる ポ リクシニー ズとハーマ イオ ニー

の 間では,子 供 の ころの無邪気 さが成立 しうる状態 であ るよ うに描 かれ て

いるのであ る。 この場面は ,観 客 の心 に 自らの幼年 時代へ の憧れ の気 持 ち

を引き起 こす箇所 であ り,ハ ー マイ オニー の子供 の よ うな無邪 気 な面 を印

象づけ る箇所 でもある と言 える。

しか しなが ら,ポ リクシニー ズを逗留 させ るこ とに成功 し,友 を得 た と

喜 び,彼 の手 に彼女 の 白い手 を添 え るハ ーマ イオニー を見 る と,レ オ ンテ

ィーズ も観客 も彼女 の無邪 気 さを信 じきれ な くな るの である。 レオンテ ィ

ー ズは
,

Leon. [Aside] Too hot , too hot! 
    To mingle friendship far is mingling bloods. 

    I have tremor cordis on me. (I. ii. 108-10)

と思 わ ざるをえないので ある。

ハ ーマ イオニー は,大 人 になって も"infancy"の 心 を失 わず にいて,そ
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の性 質 は彼女 の"grace"を,一 層 すば らしい ものに しているわけであるが,

夫 にその正 しさ,す ば ら しさ を信 じさせ ることが で きないので ある。

ところで,レ オンテ ィー ズ とハ ーマ イオニー には,実 際 に,今,幼 な子

であ るマ ミリア ス とい う息子 が いる。 レオンテ ィー ズに とって,マ ミリア

スは 無邪気 な 子供 とい うよ りも む しろ,大 切 な後継 ぎで あ り,自 分 に そ

っ くりな ものであ り,彼 の"colloP"(1.ii.137)な の であ る。"varying

childness"(1.ii.170)を 強調 す るポ リクシニー ズ と異な って,レ オ ンテ ィ

ー ズは"Thouwant'staroughpashandtheshootsthatIhave
,/Tobe

fulllikeme."(1.ii.128-9)と 言 うほ ど似 てい るとい うこ とに こだわ る。

また,レ オンティー ズの子 を身籠 っていなが ら,ポ リクシニー ズに子供 の

よ うにお お らか な態度 を とるハーマ イオニーは,自 らが幼 な子 に帰 ろ うと

い う不可能 なこ とを して いる ように思 われる。 また,ハ ー マイオニー のマ

ミリアスにつ いてのせ りふ"Taketheboytoyou;hesotroublesme,

/'Tispastenduring."(II.i.1-2)も,母 親 の普通 のたわ ない愚痴 として,聞

き過せ な い何か を感 じさせ て しまうの である。

化粧 に関 して,ま せ た話 をす るマ ミリアスは,決 して,「変化 に富む子供

ら しさ」の ある子供 としては描 かれて はいないが,母 親か ら引 き離 され た

マ ミリア スは悲 しい出来事 に胸 を痛め,衰 弱死 す るこ とに よって,こ の劇

において,非 常 に重要 な役割 を果 たす こ とにな って いる。

Swinburneは,い つ まで も心 に残 るマ ミリアスについ て,以 下の よ うに

述べ て いる。

It may be that we remember him all the better because the father 

whose jealousy killed him and the mother for love of whom he died 

would seem to have forgotten the little brave spirit with all its truth 

of love and tender sense of  shame.... 11)

マ ミリアスは,子 供は愛を求めてやまないものであるということを教え,

永遠の少年,永 遠の少女に固執 しているように思われる両親に無邪気な子
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供 を真に愛 し,理 解 し,受 け 入れ るこ とこそ必要 で ある とい うことを死 を

もって,教 えている と考 えられる。

シ ェイ クスピアは,ハ ーマ イオニーのおお らかす ぎるほ どの無邪 気 さ を

描 いた後,本 来,無 邪 気な性質 を持 ってい るべ き子 供の歪め られた姿 を写

し出すこ とに よって,大 人 と子供 のあ り方 を,ま た,大 人であ りなが ら,

無 邪気 であ るには何が 必要 なのか を考 え させ て いる と思 われ る。

また,妻 を徹底的 に疑 い,彼 女が産 んだ子パーデ ィタを不義 の子 として,

追放 す る レオ ンテ ィー ズに対 して,マ ミリアスは,Hunterが 指 摘 して い

るよ うに,"aninstrumentofthegodsforpunishmentofLeontes"12)の

役 割 を果 し,死 ぬ こ とによって,父 にアポロの怒 りを与 え,彼 を懺悔 の生

活に入 らせ る ことにな るのであ る。

さらに,マ ミリア スは,母 ハ ーマ イオニー に,"Asadtale'sbestfor

winter."(ILi.25)と 言 って,話 を聞かせ,後,自 ら死ぬ こ とによ って ,母

に,"ghost"(V.i,63)の 役 割 を振1)当 て,"bettergrace"(II.i.122)に 向

わせ,よ り深 みのあ る"infancy"と"grace"の 意 味 を教 えてい る と考え

られ るの であ る。

毅 然 として,自 分 自身の潔 白を主 張す る もの の,ハ ーマ イオニーは,夫

か ら決 して信 じて もらえないのであ る。Marshは,ハ ーマ イオニー をデ ズ

デモーナ と比較 し,"aninnocentvictim"で あ る と見な し,さ らに以 下の

よ うな考 察 を している。

She cannot convince Leontes and there is nothing she can do to 

prove it. Everyone but Leontes does believe her, but they cannot 

protect  her.13)

ハ ーマ イオニー には,自 らの潔 白を示す証拠 がな い。 それ故に観客 は レ

オンテ ィー ズ と同 じような勘繰 りを取 り去 るこ ともできず,か といって,

ハ ーマイ オニー の抱 かせ る,無 邪気 で,・愛 に恵 まれ た美 しい女性の イ メー

ジを取 り去 るこ ともで きず,た だ,迷 いの吹 っ切 れ る,よ りよい救 い を望
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ん で しまうばか りなの であ る。

レオ ンテ ィー ズの突 然の激 しい嫉妬 に よって,マ ミリアスの死,ハ ーマ

イオニーの死 とい う耐 え きれ ない悲劇 的出来事 か らの唯一 の救 いは,マ 』ミ

リアスのお伽噺の世 界へ と場面 が移 って ゆ くこ とである。

劇 の登場 人物 たちは,後 半,"thewinter'stale"と レ・うお伽噺 の世 界 で,

そ れぞれの役割"part"(V.iii.153)を 演 じる こ とにな る。夫の愛,愛 の結

晶であ る 二人の 子供 を 失 い,突 然 失神 し,死 ん で しまったハ ーマ イオニ

ーに も役割が あ るとすれ ば
,人 々の心か ら離 れず,ア ンテ ィゴナスの夢 に

現れた りす るこ とや,最 後 まで彼女 を守 り続け る侍女 ポー ライナの 口にす

る"ghost"と い う言葉 か ら察せ られ るよ うに"ghost"と しての役割 なの で

あ る。

観客 に心 さ迷 うハーマ イオニー のこ とを思い 出 させ ず にはおかな いパー

デ ィタ もまた,兄 マ ミリア スが,こ お ろ ぎに聞かれぬ ように と,母 に耳 うち

した冬 の物語 に参加 しなけれ ばな らな くなって い る。次 に,妹 パーデ ィタ

の果す役割 につ いて考察 した い と思 う。

父には名 前 をつけ て もらえず,ア ンテ ィゴナ スの夢 に現 われた母 によっ

て命名 されたパ ーデ ィタは運 よ く,羊 飼 いの親子 に拾 われ るが,パ ーデ ィ

タを捨 てに来たア ンテ ィゴナ スは,人 食い熊 に無惨 に殺 される。兄 を,母

を,死 に奪 われ,父 には生 きるこ とを許 されず,牧 歌世 界に連 れて こ られ

て も人食い熊の象徴す る死の もた らす危険に さ らされ るパ ーデ ィタには冬

の重荷 がの しかか ってい る。

この劇 では,「 時」 が登場 し,十 六年 が過 ぎた こ とを告 げ,パ ーデ ィタ

が,"grace/Equalwithwondering"(IV.i.24-5)を 持 ちあわせ た娘 に成

長 してい ることを伝 える。 ここでパーデ ィタの"grace"と は いかな る もの

なのか を検討 してみ る必要が ある。

以前,ハ ーマ イオニー の侍 女 ポー ライナが 言 っていた ように,パ ー デ ィ

タは,"goodgoddessNature"(II.iii.104)か ら,か わ い らしい笑窪 な ど

さ まざまな"grace"美 を授 か って いる子供 であ ったが,牧 歌世 界の"great
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creatingNature"(IV.iv.88)は,パ ーデ ィタに,さ らに別 の"grace"を

与 えてい るのであ る。

この"grace"が,ど んな種類の もの であ るのか とい うこ とを考 え る際,

非 常 に参 考に なるのが 『妖精 の女 王』 第六巻 「サー ・キャ リ ドア,即 ち,

『礼 節の物語』」
,十 篇,二 十四章の牧 歌世 界に姿 を現す"graces",三 美 神 に

つ いての一節 である。

Therefore they alwaies smoothly seeme to smile, 

That we likewise should mylde and gentle be, 

And also naked are, that without guile 

Or false dissemblaunce all them plaine may see, 

Simple and true from couert malice  free.14)

ここで重 要 なのはFowlerが,言 及 して い るように,15)"guilelessnaked-

neSS"で あ る。

パ ーデ ィタは ,こ の"guilelessnakedness"と,恩 恵を与 え,受 け取}),

喜 び に満 ち,礼 を返す三 美神 の持 ってい る徳の一つ,"liberality"を 授 か っ

てい る。 これ らのパー デ ィタの性質 は,そ れ ぞれカーネー シ ョン,ア ラセ

イ トウな どの偉 大 な造化 の 自然に,人 工 の わざが加 えられ た花 を嫌 う点,

そ して,あ らゆ る花 々を,惜 しげ もな く配 ろう とす る点 に,最 もよ く現 れ

てい る。

美 しいパー デ ィタは,牧 歌世 界でパ ス トレラのよ うな"modestgrace"

(TheFaerieQueene6.9.9)を 与 え られ たわけで ある。シ シ リア のレ オンテ

ィー ズの も とに花 の女神 フロー ラ として,春 を もた らさなけれ ばな らない

彼女 は,こ こ を去 らなけれ ばな らな い。彼 女が,こ の世 界 を出なければ な

らな くな った のは,フ ロ リゼ ル と彼の父 ポ リクシニー ズに出会 ったため で

あ る。

ポ リクシニー ズの息子 フロ リゼ ルは,"disguisedlover-prince"16)と し

て,羊 飼 い ドリク リーズ と名の り,こ の牧 歌世 界へ 入って くる。 彼は死 に

屈服 したプ ロサ ピー ナの イメー ジ を与 えるパーデ ィタが,完 全 に春 を象徴
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す るフ ロー ラになって,恵 み を与 え,心 の 太陽で,レ オンテ ィー ズの宮廷

を照 らすの を助 ける役 割 を果 し,"Bemerry,gentle!"(IV.iv.46)と,彼

女 を励 ます。 さ らに,彼 はパーデ ィタ と結婚す るに あたって,父 ポ リクシ

ニー ズに対 して,"enemy"(1 ..ii.167)に な るこ とに ようて,彼 に試練 を与

える役割 を担 ってい るのであ る。

このよ うな役割 を果 すフ ロ リゼル と,彼 が すべ ての情 熱 を傾 けて恋す る

パーデ ィタとの愛の場面 は,ハ ーマ イオニ ー とレオンテ ィー ズの夫婦 愛 に

つ いて思 い出 させ る。

パーデ ィタは ,ハ ー マイオニーの よ うに話術 とい う技巧 で愛 を獲得 す る

のでは ない。彼女は,"thebeautyandwildnaturalgrace"17)で,フ ロ

llゼ ル の心 を引 き付け て しま うのであ る
。 そ して,Marshが,指 摘 して く

れてい るよ うに,ロ ミオの よ うに,楽 観的 なフ ロ リゼ ルに比べ て,パ ーデ

ィタは彼 を心か ら愛 している ものの,障 害 に出会 うの を予感 し,18)ハ ー マ

イオニーの よ うに安 心 しきる とい うこ とはない。 また,羊 毛祭 で ダンス を

踊る彼女の 中に海の波 とい う自然の律動 を見 い出す フロ リゼ ル も,レ オ ン

テ ィー ズの よ うに激情 に身 を任す こ とに よって,彼 女の 自然 な る美 を破壊

す る とい うこ とは しな い。

偽 りの訴 え,幻 想 を持 ち込む こ とにおいて,レ オ ンテ ィー ズ と共 通点 の

ある19)無 頼 漢オー トリカスの歌 う,生 き生 き としてい る もの の,卑 猥 な調

べに もか かわ らず,こ の若 い恋 人たちの愛は 自然に よって守 られ,育 まれ

るの であ る。

ところで,牧 歌世 界でパーデ ィタ と自然な心 の結びつ きを したフロ リゼ

ルは,"pilot"(1.ii.448)役 の カ ミロに助 け られ ,海 を渡 り,レ オンテ ィー

ズの宮殿 に向か うこ とにな る。 ここでの彼の役割 は ポ リクシニー ズ と,レ

オ ンテ ィー ズの友情 を復 活 させ る使者 としての,ま た,亡 きマ ミリアス を

思い 出させ る人物 としての もので ある。そ して,パ ー デ ィタは,亡 きハ ー

マイ オニ ーに似てお り,フ ロ リゼル はポ リクシニー ズに似 てい るため ,十

六年 前の嫉妬 をレオンテ ィー ズに思 い出させ る結果 にな ってい る。
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シェ イクス ピアは,マ ミリア スの お伽 噺 と,マ ミリアス と同 じ年 の フロ

リゼ ル,さ らに,「 時」 を巧 妙に使 うこ とに よって,今,再 び十六年 前 と

同 じよ うな場 面 を出現 させ るのに成功 してい る。 「時 」の登場以前 と以後,

同 じテーマ が緲 返 されてい る.2°)だ カ・,、この少 しばか り陳腐 さ を齔 さ

せ るテーマ の反復の意義 は,ハ ーマ イオニーの彫像が動 き出 し,ハ ーマ イ

オ ニー の"grace"と パ ーデ ィタの"grace"と が 相互 に影 響 しあ う,最 も

劇 的 な瞬 間には っき りと示 され るの であ る。

十六年前,レ オ ンテ ィー ズは実体の ない ものに 固執 し,"disease"(1.ii.

207)と い うイ メジャ リー に執 着 して いた。だが,十 六年後 の今 では フ ロ リ

ゼ ル と彼が連 れて来 た娘 のために次の よ うに祈 る。

Leon. The blessed gods 

    Purge all infection from our air whilest you 

    Do climate here! (V. i. 168-70)

十六年 前,ハ ーマ イオニー裁判の際,レ オ ンテ ィー ズは,ア ポロの神託 を

拒絶 し,男 としての 自分 しか信 じるこ とがで きなかった。21)それ 故,子 供 を

産 む女 に対 して,不 信 が芽生 えた時,す べて の ものが崩れ,女 も信 じられ

ず,自 分 を死 と化 し,猛 威 をふ るわねば ならなか った。22)し か しなが ら,

十 六年 後の レオンテ ィー ズの心 は,祈 りとい うもの を求め ているの であ る。

パーデ ィタの素姓 がわか り,娘 に再 会 できたレ オンテ ィー ズの今 までの

深い悲 しみが,柔 らげ られ るには,侍 女 ポー ライナの一室 でのハーマ イオ

ニー蘇生が必要 とな るの である。ハーマ イオニー蘇生 の場 面の進行役 とな

るポー ライナ は,以 下の よ うに語 る。

Paul. It is requir'd 

    You do awake your faith. Then, all stand still. (V. iii. 94-5)

ポー ライナ は信 じる とい うこと と,こ の場 に立 ち続 けて耐 える とい うこ と

を強調 してい る。
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こ の劇 の前半 に現 れて いた よっに,一 つ の こ とを心 か ら信 じる とい っこ

とは容 易な こ とではな い。こ こで,Bergeronの 蘇 生 が 起 こる まで の場面

につ いての考察 に 目を向 けてみた い と思 う。

One of the final tests of Leontes is the test of faith, as Paulina  says  : 
"It is requir'd / You do awake your faith" (V. iii. 94-95). The scene 

up to the movement of the statue illustrates that faith is the sub-

stance of things hoped for, the evidence of things not seen. 23)

ハーマ イオニー蘇生 には,特 にレオンテ ィー ズの"faith"が 必要 となる.の

であ る.。そ して,観 客 の心理状態 もまた,"hungerforthecommunity

andcomfortofawakeningfaith"24)と い う表現 で語 られ るもの となって

いるの であ る。

また,パ ーデ ィタの生 存 を気遣 い,ア ンテ ィゴナス の夢 に まで,"ghost"

的 存 在 として,心 さ迷 うハーマ イオニーが,蘇 るには蘇生 を願 う人 々の忍

耐 もまた,必 要 となって いる。

さ らに,楽 師 たちの奏 でる調べ とともに,台 か ら降 りたハーマ イオニー

が,真 に蘇 るの に要求 され るこ とは,パ ーデ ィタが,母 に対面 し,跪 くこ

となのであ る。

す でに 『ペ リクリー ズ』 において,娘 が母 の足元 に跪 くとい う劇 的な場

面が み られ るが,『 冬の夜語 り』 では跪 くとい うテー マが,よ り複雑 に,

よ り効果 的 に使 われて いる。以下 のせ りふ に注意 してみた い と思 う。

Paul. Please you to interpose, fair madam, kneel 

    And pray your mother's blessing. Turn, good lady, 

    Our Perdita is found. 

Her. You gods, look down 

    And from your sacred vials pour your graces 

    Upon my daughter's head! (V. iii. 119-23)

ポー ライナが跪 くこ とを,要 請す る前に,す でにパー デ ィタは既 いて,
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像 に口付 け したい と願 ってい る。 これ は,"art"の 象 徴 で もあ る と言 える

像が,生 身 の人間"nature"に な るこ とを,パ ーデ ィタが望 ん でいる こ とを

示 して い ることにほか な らな いの であ る。 本来,性 質の 異な る"art"ど

"nature"と い う ものが
,結 びつ くのだ とい うこ とを,こ の時 ほ ど,観 客 に

実感 させ る時は ないであ ろう。

牧歌世 界で,"TheartitselfisNature."(IV.iv.97)を 拒 絶 した パーデ

ィタが,こ の こ とを心 か ら願 うよ うに なってい るの である。先に挙 げたせ

りふの 中で,ポ ー ライナは跪 くとい うこ とを強調 していたが,跪 くとい う

行為 は,彼 女が,"art"を 完 全 に受 け入れ た とい うこ とを示 してい る。

そ して,ハ ーマ イオニーの祈 りに応 じて,神 々か ら注が れ る"grace"が,

パ ーデ ィタの"modestgrace"に 付 与 され てい る。牧歌世 界で ポ リクシニ

ー ズ と
,頑 固 なパ ーデ ィタ との間で交 され た"art","nature論 は,こ の場

面で最 も深 い意味 を持 つ よ うに工 夫 され ていたので ある。

ところで,幼 年 時代 を牧歌世 界で,十 六年,過 したパー デ ィタは,か つ

て,ハ ー マ イオニ ーが冗談 であるにせ よ,口 に して いた 「女 性は,"devil"

(1.ii.82)か も しれ ない」 とい うこ とを語 る ことは ない。 彼女 とフロ リゼ ル

は,熱 く,滾 る血 のために破滅へ の道 を辿 るとい うこ とはない。彼 らは,

手 をつ な ぎ,"turtlespair"(IV.iv.154)の よ うな結 びつ きをしてい る。

このよ うに,自 然に子供 か ら大 人への成長 を遂 げた,素 朴な美 し さを持

つパー デ ィタが見付 か った とい うこ とは,ハ ーマ イオニ ーに とって 重要 な

意味 を持 って いる。"Perditaisfound."の 目舜間,ハ ーマ イオニーは,パ ー

デ ィタの中に,母 な る"Nature"の 育 んだ,"infancy"の 最 大の長 所 であ

る"guilelessnakedness",そ して,"modestgrace"と の調 和的結 びつ き

を見 出 しえた と言 えるのであ る。

この調 和的姿 を見せ るこ とに よって,娘 は石 に化 した母 を蘇 らせ,暖 か

な人 間へ と変 える。一方,今 では皺のふ え た母 は若 く,初 々 しい娘 に,

"art"の す ば らしさ を
,そ して,心 か らの祈 りによって得 られ る 「恩寵 」

の尊 さ を身 を もって教 えて い るので ある。
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紳 士(1)が,"Everywinkofaneyesomenewgrace/willbeborn."

(V.ii.110-1)と 予 言 して いたよ うに,見 つ め合 う母 と娘 の間 には,"new

grace"が 生 まれ,以 前 よ り質の高 め られ た"infancy"と"grace"の 最 も

理想 的な結 びつ きが生 み出 されて いるので ある。

最 初の場面 では,ハ ーマ イオニ∴ は技芸 に よって,磨 きのかか った優 美

さに加 えて,"art"の 支 配す る宮廷 に は稀 な無邪 気 さの ある女性 どして,

描 かれで いたが,最 後 の場面 では無邪気 で,素 朴 なパー デ ィタの発 見で示

されて い るように,幼 な子 の ように,無 心 に神 に祈 り続け る者 の美 しさと,

無 邪 気 な 自分 の娘 を,そ のま ま優 しく受 け入れ てや る純粋 な心 を持 つ者の

美 しさを恩 寵に よって得た女性 として,描 き出 され てい ると言 える。

"infancy"と"grace"を 体 現す る ハーマ イオニーは冬の試練 を経
,子 供

たち と関 わ りあ うこ とに よって,汚 れ な き愛,友 情,信 仰 を もた らす理 想的

な"infancy"と"grace'1を 出 現 させ えたの である。この理 想的 な"infancy"

と"grace"の 稀 な結 びつ きこそ,真 の牧歌世 界 を成 り立 たせ る重要 な もの

であ る とい うこ とを,シ ェイ クス ピアは,『 冬 の夜語 り』 で は描 き出 して

い るの であ る。
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